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松本歯科大学歯科放射線学講座では、以下の研究を実施しています。この研究について詳細に知り

たい方は、「問い合わせ先」までお問い合わせください。

また、この研究の研究対象者に該当すると思われる方で、ご自身の試料・情報を「この研究課題に利

用（又は他の研究を行う機関に提供）してほしくない」と思われた方は、試料・情報の使用を拒否する

ことができますので、「試料等の研究への利用に関する不同意書」をご提出ください。

研究の名称 変形性顎関節症と骨粗鬆症の関連性の評価検討

研究責任者 歯科放射線学講座 小日向清美

研究期間 2019年6月1日～2024年3月31日 
研究の目的・概要 変形性顎関節症は加齢とともに増加するが、その明確な発症機序は不明なままで

ある。一方、閉経後の女性顎関節症患者の 46%が骨粗鬆症に罹患している事が

報告されている。しかしながら、骨粗鬆症と変形性顎関節症との関連性に関して

明確な検討は未だなされていない。本研究では顎関節の MRI、パノラマエック

ス線写真を用いて、変形性顎関節症と顎骨の骨粗鬆症化との関係性を解明する。 
利用又は他機関

に提供する情報

2008〜2018 年に松本歯科大学病院を受診しパノラマエックス線撮影と MRI の
撮像を行った顎関節症患者の方の以下の試料・情報を利用します。

試料：パノラマエックス線画像、MRI画像等 
情報：性別、生年月日、撮影日、下顎骨皮質骨形態指標、疾病名、既往歴等

試料・情報の利用

目的及び利用方

法（他の機関へ提

供する場合はそ

の方法を含む）

骨粗鬆症と変形性顎関節症との関連性に関して検討をするために、パノラマエッ

クス線画像およびMRI画像を利用する。 

試料・情報を利用

する者の範囲

・歯科放射線学講座 小日向清美

・歯科放射線学講座 田口 明

問合わせ先 松本歯科大学歯科放射線学講座 小日向清美

電話：0263-51-2096（医局直通） 


